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今号（第15号）のトピックス

・第８週(2 21～2 27)のインフルエンザ患者報告数は6,431人、定点当り36.13人/ /
（昨年同期 1,083人、定点当り6.08人）

・定点当り60人以上の地域：町田市(95.7)、西多摩保健所管内(72.1）

江戸川区(66.4)、多摩小平保健所管内(63.8）

・今季流行Ｂ型株、昨シーズン流行株と大きな差異

・第８週の東京都の流行規模は、全国で37位

流行状況

2004 2005シーズンに限り53週があります。-

１ 患者発生状況

イン フ ルエ ンザ 定点 から の第 ８週*
( 2 21～ 2 27)の患者報告数 は東京都で/ /
6,431人 定点当り36.13人 昨年同期 1,、 （

083人、定点当り 6.08人）と、先週の7,7

13人から減少しました。全国の患者報告

数は231,596人、定点当り49.19人です。

都内で定点当りの患者報告数が 60人を

超えているのは、町田市 (95.7)、西多摩

保健所管内 (72.1、青梅市、福生市、羽

村市、あきる野市、瑞穂町、奥多摩町、

日の出町、檜原村 、江戸川区 (66.4)、）

多摩小平保健所管内 (63.8、小平市、東

、 、 、 ）村山市 清瀬市 東久留米市 西東京市

です。

インフルエンザにかからないために、

できるだけ人混みは避け、帰宅時にはう

、 。がい 手洗いを励行することが重要です

：インフルエンザ定点*
インフルエンザの流行状況を把握するために、東
京都では178ヶ所（全国約5,000ヶ所）の医療機関

「 」 。を インフルエンザ定点 として指定しています
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7週（2月14日～2月20日）

８週（2月21日～2月27日）

～ 10.0
10.0 ～ 20.0
20.0 ～ 30.0
30.0 ～ 40.0
40.0 ～

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

２０００－２００１

２００１－２００２
２００２－２００３

２００３－２００４

２００４－２００５(今シーズン)

(人/定点) 過去５シーズンの患者報告数の推移（東京都）
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都道府県別定点当り患者報告数

８週（2月21日～2月27日）
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Ａソ連 Ａ香港 Ｂ

53週（12/27- 1/02）まで 98 12 0 10 2

1週（1/03-1/09） 28 25 1 16 8

2週（1/10-1/16） 8 1 0 1 0

3週（1/17-1/23） 15 3 0 1 2

4週（1/24-1/30） 82 59 0 24 35

5週（1/31-2/06） 112 74 0 9 65

6週（2/07-2/13） 124 81 2 18 61

7週（2/14-2/20） 97 74 2 15 57

8週（2/21-2/27） 109 80 0 12 68

9週（2/28-3/06） 105 28 0 5 23

－ ： 検査中*:上気道炎、下気道炎などの診断名で送付された検体を含む

表１．　定点医療機関から搬入された検体の検査結果

週 検体数* 陽性数
インフルエンザウイルス

Ｂ型インフルエンザウイルスの進化系統樹（東京都）

（ＰＣＲプロダクトを用いたダイレクトシーケンス解析による）

（idsc.tokyo-eiken.go.jp/influenz/keitou-b.htmlより作成)

B/Tokyo/51/2001
B/Johannesburg/5/99

B/Tokyo/6/98
B/Tokyo/188/2002
B/Tokyo/189/2002

B/Yamanashi/166/98
B/Yamagata/16/88

B/Tama/57/2004
B/Milano/66/04

B/Tokyo/942/96
B/Tokyo/1290/2004
B/Tokyo/1291/2004
B/Tokyo/1424/2005
B/Tokyo/52/2003

B/Shanghai/361/2003
B/Victoria/2/87 B/Osaka/854/97

B/HongKong/330/2001
B/Beijing/243/97

B/Taiwan/21706/97
B/Tokyo/269/2002
B/Tokyo/492/2002

B/Tokyo/286/2002
B/Tokyo/287/2002
B/Tokyo/325/2002

B/Tokyo/313/2002
B/Tokyo/298/2002
B/Tokyo/608/2003

B/Shandong/7/97
B/Guandong/05/94

B/Bangkok/52/99
B/Tokyo/276/2002
B/Parma/4/04

0.01

昨シーズンのワクチン株

今シーズンのワクチン株

昨シーズンの流行株

今シーズンの分離株
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古 紙 配 合 率 7 0 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す%
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２ 東京都の検査情報
3月 3日現在、定点医療機関から当セン

ターにインフルエンザ、上気道炎、下気
道炎等で搬入された検体から、Ａソ連型
5件、Ａ香港型111件、Ｂ型321件が、遺
伝子検査法により検出されています（表
１ 。）

なお、Ｂ型の流行は例年、時期が遅く
規模も小さいものでしたが、今季は先行
していたＡ香港型による流行とあわせて
大きな流行となりました。今季に分離し
たＡ香港型株とＢ型株はＨＡ領域の塩基
配列がいずれも今季のワクチン株に近い
配列であり、ワクチン株抗血清とも高い
交叉性を有していました。しかし、Ａ香
港型株が昨年の流行株に近い塩基配列で
あったのに対し、Ｂ型株は昨年２月以降
に都内の散発例から検出された株には近
縁であったものの、昨年流行した株とは
系統樹上で別のクラスターに属していま
した（上記Ｂ型系統樹参照 。このため）
ワクチン非接種者には感染しやすく、こ
れがＢ型による流行が拡大した要因の一
つと考えられます。

３ 全国の流行状況

第８週（2 21～2 27）現在、定点当り/ /
の患者報告数が65人を超えているのは宮

崎県(72.4)、新潟県(70.8)、長野県(69.

7)、山口県(69.2)、福井県(68.4)、佐賀

県(65.3)です。東京都(36.0)は全国で37

番目になっています。


